
2008年度　慶應義塾大学　一般理系　第２問

問題 設問 (1)から (4)では，文章の空欄に適切な数または式を入れて文章を完成させなさい。また，設問 (5)に

答えなさい。

n，mを自然数とする。xy平面上で x座標も y座標整数である点全体の集合をUで表す。いま点 (0; 0)上に球を

1個置き，次の操作 Tを n 回くり返し行うことにより球をU上で動かす。

操作 T
球が置かれている点を (a; b)とするとき，球を (a+ 1; b+ 1)，(a+ 1; b¡ 1)，

(a¡ 1; b+ 1)，(a¡ 1; b¡ 1)のどれかの点の上に確率 1
4
ずつで移す。

操作 Tを 1回行った時点で球が置かれている点の座標を (a1; b1)で表す。同様に，操作 Tを i回（i = 1，2，3，

ÝÝ，n）繰り返し行った時点で球が置かれている点の座標を (ai; bi)で表す。Uの部分集合

An = f(a1; b1); (a2; b2); ÝÝ; (an; bn)g

を考える。

(1) xy平面上で連立不等式 W x · 1

y · 1

の表す領域を A とする。An ½ A \U となる確率を pn とすると p2m¡1 = （あ） ，p2m = （い） で

ある。

(2) xy 平面上で不等式 0 · x ¡ y · 2 の表す領域を B とする。An ½ B \ U となる確率を qn とすると

qn = （う） である。

(3) An ½ A \Uまたは An ½ B \Uとなる確率を rn とすると r2m¡1 = （え） ，r2m = （お） である。

(4) 集合 An の要素の個数が 3となる確率を sn とすると s1 = s2 = 0，s3 = （か） ，s4 = （き） である。

(5) m ¸ 2のとき s2m をmの式で表しなさい。
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